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事 



二十 年 も、 その もっと 前に、 自分 は 詩 を 書き初めた 

とき、 こんな 念願 をた てた ものであった、 それ は 一生 

の 間に 自分の 身長 だけの 高さの、 詩集の 冊数 を もちた 



こし、 良い 詩 を 集める ことができ たの だが、 さう いふ 

選択が いかに 悪い ことで あるかと いふ こと を 感じた の 

で、 何にも かも 洗 ひざら ひ 収める ことにした。 

, J の 詩集 は、 選ばれた 良い 詩 を 読者に 読んでも らう 

のではなくて、 やっぱり 良い 詩 も、 悪い 詩 も、 みんな 

読んで もらって、 人間 小 熊 を 理解して もらう ことが 一 

番 正しい と 思った ので さう した。 

この 詩集 は 頁の 始めの 方 は 極く 最近の 作であって、 

後に ゆく ほど 昔の ものに なって ゐる。 大体 昭和 十二 年 

始めから 現在までの ものである。 

だから 若い 読者 は、 後の方から 読んで もらって、 年 



とめて みると、 その 詩の 中に いかに 『夜』 を 歌った 詩 

が 多い かに 気づいて、 それ は 日本と いふ 現実が、 私の 

心の 城廓の 周囲 を、 いかに 深い 夜の やうな 状態 でと り 

かこんで ゐ たかと いふ ことが 回顧され る。 しかし 自分 

は、 独断と H ゴ ィズ ムで その 暗黒 の 中 を 切 抜けて きた 

などと は 思って ゐ ない。 自分の 心の 城 は 崩れた ので あ 

る。 しかも それ はもつ とも 自然な 状態に 於て 崩壊した 

やうに 思 はれる。 

(入力 者 注) 

底本に は 中 野 重 治に よる 「序」 が 掲載され ている。 こ 



悪い 女に きまって ゐ るよ 

こ 奴 は 私の 胸に しがみついて 

—— あんた 支那 そば を を ごって 頂戴、 だと 

卑しい 卑しい 白粉 臭い 都会 

私 は 田舎の 土の 句 ひがな つかしい、 



ふくら、 A 

私の 梟 は 

かなしみの 中に 



とぢ こめられて 眠る ことができない 

ばた ばた と樹 から 樹へ とぶ 

そして 唄 ふ 

11 ォ—、 ォ、 ォ、 ォ、 

生れねば ょゥ 

才、 才、 ォ、 才、 才 ー ィ。 

私の ふくら ふ は 

恐怖 を 愛し 

疑惑 を 楽しんで ゐる 

夜の 巫女 だ 

曾って は予 言 者 であった が 



声た てる もの もない 夜、 

窒息 的な 夜、 

時計の 針 はてんで 動かない 夜 

お ムッが 濡れて 泣き叫ぶ 赤 児と 

それ を あやす 母親の 声が 

きこえて すぐ やんで しま ふ 

白 レ乳 を. 5- す、 <? りな 力、 ら 

きまった 時間に 

ガ ラガラ と 通つ て ゆく 牛乳 車 

太陽よ、 その 頃お 前 はやう やく 

うす 桃色の 光りで 



どうして デリ ケ ） ^な 春 を 

心に 映し だ す ことが で き やう 

勝手に ホザク 安い ラッパ の やうに 

不平 を 眩 やいて 

それだけの ことで 終り だ 

春 も 終リだ 

もちろん 夏 も 素通り だ。 



新 ドン キホ ー テ 



眼 くらめ く 言葉の綾、 

ァ J v> と 思 へ ば 

また あちら 

私 の 真実 は つ ひに 貴女に 捕 へられず 

私 はむな しく 

貴女に 偽 態の 詩人と いはれ てし まった 

あ、、 情けない 

情けない 

私 は 個人主義者で 御座います、 

自分 を 救 ふこと が 

私に とって 第 一 の 事業で 



ニヒリストの 心 

ピィと 口笛 吹いて 

私 は 呼んだ 

私の 子犬 を、 

私の 影の かたまり を I 

花 

女 は 言葉で 追 ひつめ て 

男 を 自殺させる 



勿！^-ロリゎ ヽ こ 

fe^ 一一 11 口 しが V 力 

黒い 月な ど 

みつけて しまった 

貧富の 明暗 

ビ ァズ レイの 画の やうな 

白と 黒との 世界 

世の中 は 黒い 月 をみ つける ほど 

なんでも 逆にな つてし まった 

恋と は 失恋す るた めに —— 

一 生 懸命に なること だし 

生命 を 縮める ために 



混乱と 苦痛との 幾日 

月夜 は つづき 

私 はの ベ つまくな しに 

人間の 死と いふ こと を考へ つづけながら 

夜と なれば 郊外 を 逍遥 〔* 「逍遥」 は 原文で は 「ぎよ 

うにん べん + 尚、 ぎょう にんべん + 羊」〕 する 

光った 道路よ 

混睡 状態に ある 私 は 

平坦な 路も 

坂 を 登る やうな 心の 苦痛で 

路ぃ つ ぱいに 照して ゐる 月に 



智識が どんなに 私に とって ヮナ であった か 

学問が どんなに 私の 足 を 挟んで 

前に 倒した か 

私 は それ を 知って ゐる 

私の 望んで ゐ たもの II 、 

それ は どんなに 無 内容に みえても 

新しい 現実の 基礎と なる もの を 求めた 

他人が 私の 詩 を 無 内容 だと か、 

単純 だと かいって 批難して きた、 

それらの 批難 者 も、 詩人 も、 批評家 も 

いま は 一 人 も 影 を 見せない、 



つまり 小鳥の やうに 

ちょっぴり 召し あがって 

ちょっぴりお 垂 しになる 

僕たち は 働く 詩人 だ 

たくさん 喰って 

太い 糞 をす るよ 

君 は 男の くせに 

女形の やうに 容子 ぶって 

原稿紙に むか ふ 

月経 (つきのもの) でも 

あった やうに 



それに 鶏卵 を 放って 喰 ひ 

むなしく 一 羽の 雛つ 子が 

誕生す るの を 拒否して しま ふ 

茶の 葉 を せんじて 飲み 

熱い といって は癇 〔# やまいだれの 中 は 「間」〕 癩を起 

して 

茶碗 を 傍に なげとばす 

力 ミソリ を も つ て髯を そる 

手元 甚だ 危 ふし 

崇高な 哲理 を考 へようと すれば 



着物の 胸 を はだけ て さまよ ひ あるく 

光り を 求めて 

光り そこにな し、 

まもなく 『おでん』 屋の 時計 

短針、 十二時 を 指し 

長針、 ゴ トリと 音して 

一 気に 三十 分 ま はる 

あ \ 時 は 

青春の 羞恥 を 

彼方の 空に はこび 去った か —— 、 



そ マ J に 幸福に 通ず る 道 も あらう、 

あ、、 しかし 今 は 

幸福と 不幸との 境目に 立って 

静かに 時の 到る の を 待つ ばかり 

雲足 は 早く 

風 は 冷めた く 

墓場に 添 ふ 石垣の 傍で 

ルンべ ン 達が 焚いて る 炭俵の 火の 

仲間に いれても らふ 

手 を かざし、 焰を靴 を もって 蹴る 

—— 人生に 暖 きもの は、 火 か、 



恋愛の 尽きた ると ころに 墓 あり 

墓 の 尽きた ると- J ろ に 火 ありか 

大 馬鹿者 墓場 を 出で、 

その 感が ふかい。 



駅 構内 

どんなに いそいだ とて 

道 はいそ がれない 

先づ 落着いて 



地球の 中に もう 一 つ 私の 地球が ある 

私 は 地獄に 陥ち たの だと 

人々 に 噂され てゐる 

ほんとう だ 私 は 救 ひ 難い 奴 だ、 

救 ひ 難い ところへ もグ ング ン と 這 入り ， J む 

私 は 乱暴で、 奇怪な、 感情 を もって ゐる 

私 は そして あらあらしい 風の やうな 呼吸 をす る。 

だが、 さまよ ふ 私の 心 は 誰も 知らない 

私 は 野原 を 行く が、 

自然の 野の 中に、 もう ひとつ 私の 野 を もって ゐる 



またもや 僕 を 眼 覚めさせる だら う _ 



心の 敷物 

いま も 呪咀と 罵りの 

いっぱい はい つた トランク を 引つ さげて 

私 は 寝床 をぬ けだして 

朝の 街の 中に 走り だした 

生の 中に もちこんだ 赤い 死の 色 

私の 眼 は 死に 光り 



ただ 生きて ゐる心 をし つかりと 

支へ てゐる 肉体 だけが 坐って ゐる 

硝子 窓に じっと 呪 はしい 眼 をお しっけて 

戸外の 暮れ も 押しせ まった 街 をみ てゐる 

暄騒 もな く 景品つ きの 騒ぎ もな く 装飾 もな く 

じりじりと 新しい 歳に くい 入らう として ゐる 

戦争 もま だ 止まない 

避けが たい もの は 避けて はならない —— と 

強い 声が ラヂォ で 吐 鳴って ゐる 

やさしい 猫が 窓際に や つてき て 

向 ふ 脚から 硝子 戸に： K: をす りよせ 



私の ふる < る 心臓 を どうす るの だ 

どうして これ を 他人が 押へ ようとす るの か、 

いまこ そ 知らせて やれ 

いかに 詩人と は 生活が 滑稽で 

語る ことが を かしくて 

道化者の やうで あるか を 知らして やれ 

さて 詩人の 生活 を ものの 二 時間 も 語って やれ 

最初 は 面白が つて 聞いて ゐた 奴等 も 

しだいに 憂鬱な 顔になる だら うから 

秘密 を さら け 出す 詩人 の 性情 は 

すべてに 憎まれる か 迷惑 がられる 



私 は 心で 眩 やく、 あ、、 まだ 戦争が つ、 X いて ゐ るの だ 

と 

とてつもない 大きな 大砲の 音が ひびく 

ほんとうの 戦争よりも 激しい 

貧困と た、 かふ 者 も ある 

そして 夜が やってく ると 

ど しんどし んと窓 は 何も のかに 

叩きつ けられて 一 晚中 眠れない の だ 

やさしい 秋の 木の葉 も 見えない 

都会の 裏 街の 窓の 中の 生活 



人民に とって 「時間」 は 味方 だから 

人と 時と はすべ て を 解決す るの だら う 



霧の 夜 

濃い 霧 は 

私 を うっとり とさせて しまった 

一 間 先 も 見えない 

そこで 私 は 一 歩 一 歩 前へ あるいた 

す ^ J しづ つ 前方が 見え てきて 



計画的に せばめられて ゆく としたら 

それ は 恐ろしい ことにち が ひない 

人々 と 心の 連絡 も 切れて しま ひ 

そして 霧の 中で 

むなしく 行きち が ひに な つてし まふ 

いま はじつ と 立ちす くんで 

晴れて ゆく の を 待って ゐる 

霧よ 

晴れて ゆけ 

と ほく 轟と 汽車 のと ほる ひ > きが 

一 層 私 を 不安に する。 



忙し さう に路を ゆく 人 もゐる だら う 

寝床 を ひんめ くる やうに 

地球の 上から 夜 を ひんめ くったら 

優しい 心 を 夜襲しょう として 

狼の 群が 山の頂き に 吠えて ゐる だら う 

ぐうたら な 思 策 家が 思 はせ ぶりな ペン) 

インキ を ひたして ゐる だら う 

なんて 嫌な 夜が 続く の だら う 

文学 も、 政治 も、 映画 も、 

みんな 嫌な 夜の 中で 案が 煉られ 

明るい 昼の 時間に もちだされる 



鉄の 魔女 

しづかな 噓か、 或は 計画され た 情熱で 

魔女 をのせ た 車 は 足音 を 忍ばせて 走る 

人影 はなが く、 土の 上の 車の 軋り は 

いつまでもい つまで も 列 を つ 、v ける 

辺りに 眼 もくばらずに 

悲劇の 法則 を、 にる やうに —— 、 

こ、 は 曾って 平和であった 

こ、 ろよ い クッションであった 



自由 を 泥に 射ち こむ ために 

真 黒 い 情熱 的な 叫び を あげつ.' 

眼の 前の 丘陵 を 目 ざして す、 む。 



私と 犬と は 待って ゐた 

もの、 響いて くるの を 

きくこと は 楽しい 

夜 は 改札口で 

私はレ ー ルが 鳴る の をき、 ながら 



ぼんやりと 人々 の 乗り降りす るの をみ てゐ た、 

一 匹の 小犬が ゐて 

そ は そ はと 歩る きながら 

降りて くる 主人 を 待って ゐる やうであった 

ながい 時間 はたった が 

私 も 犬 も そこ を 去らない 

私 はたし かに 何もの か > 

や つ てく るの を 待って ゐる やう だ、 

青い 信号 燈が 赤く か はったり 

赤い のが 白くな つたり 

くり かへ す 



流される ものよ 

閉ぢる ものよ 

人 は 街に 群れ、 

ひそひそと 語る 

森 は 騒ぐ 

花 開く 怒り 

水流れ る 喜び 

悠久と して 真実 は 

騒がしい 捉へ 難い 早 さで 走って ゆく _ 
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